
日本馬術連盟制定馬場馬術運動課目 平成２５年４月１日改定

大小 審判

勒 員数

JＥＦ 馬場馬術競技 Ｓ２課目 ２０１３ 380 5'10'' 新設

JＥＦ 馬場馬術競技 Ｓ１課目 ２０１３ 300 5'30'' 旧 第５課目(改)

JＥＦ 馬場馬術競技 Ｍ２課目 ２０１３ 330 5'00'' 新設

JＥＦ 馬場馬術競技 Ｍ１課目 ２０１３ 370 5'30'' 旧 第４課目(改)

JＥＦ 馬場馬術競技 Ｌ２課目 ２０１３ 290 4'45'' 新設

JＥＦ 馬場馬術競技 Ｌ１課目 ２０１３ 290 5'30'' 旧 第３課目Ａ(改)

JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ５課目 ２０１３ 250 3'45'' 新設　　　

JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ４課目 ２０１３ 230 4'30'' 新設

JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ３課目 ２０１３ 230 4'45'' 旧 第３課目(ＳＶ)

JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ２課目 ２０１３ 170 4'15'' 旧 第２課目

JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ１課目 ２０１３ 150 3'30'' 旧 第１課目

＊ Ａクラスは初級課目とし、経験の浅い人馬対応の課目

＊ Ｌ～Ｓ課目はＦＥＩセントジョージ課目へのステップとしての課目

2011年11月５日　発表　　
2012年11月20日　一部修正

不可 必須

Ａ

可 可

任意 ２～３ 20×40m

Ｌ

Ｓ

可 可 必須 ３～５ 20×60mＭ

旧課目との対応クラス 課　目　名　 満点 参考時間 水勒 拍車 馬場サイズ



JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ１課目 ２０１３
時間　3'30''（参考時間）　　馬場　20m×40m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 尋常速歩で入場 ペース、停止、

Ｘ 停止－不動－敬礼 移行の質、真直性、

尋常速歩で発進 コンタクト

2. Ｃ 左手前蹄跡に入る 正しい馬体の屈曲と態勢の変化

Ｅ 左へ回転 真直性

Ｂ 右へ回転、蹄跡行進

3. ＫＸＭ 歩幅を伸ばした速歩(速歩または軽速歩) 速歩の整正と歩幅の伸展、真直性、

Ｍ 尋常速歩 明確でスムーズな移行

4. Ｃ 左へ直径２０ｍの輪乗り 輪乗りの整正、馬体の屈曲

ＣＸ間 左尋常駈歩で発進 速歩から駈歩への移行

5. Ｃ 蹄跡行進(左尋常駈歩) 駈歩の真直性

ＥＫ間 尋常速歩に移行 駈歩から速歩への移行

6. ＦＸＨ 歩幅を伸ばした速歩 歩幅の伸展と速歩の整正

Ｈ 尋常速歩 移行

7. Ｃ 右へ直径２０ｍの輪乗り 輪乗りの整正、馬体の屈曲

ＣＸ間 右尋常駈歩で発進 速歩から駈歩への移行

8. Ｃ 蹄跡行進(右尋常駈歩） 駈歩の真直性

ＢＦ間 尋常速歩に移行 駈歩から速歩への移行

9. ＡＫ 中間常歩 速歩から常歩への移行

ＫＸＭ 斜手前変換、手綱を伸ばした常歩 後肢の活発な動き、常歩の整正

(軽いコンタクト） 伸び伸びとした歩調

ＭＣ 中間常歩 移行

10. Ｃ 尋常速歩で発進、蹄跡行進 常歩から速歩への移行

Ｅ 左へ直径１０ｍの半巻乗り 半巻乗りの整正

11. Ｘ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質、

Ｇ 停止－不動－敬礼 真直性、コンタクト

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

採
　
点

最
高
点

運　動　課　目

10

観　察　所　見着　眼　点
合
　
計

係
　
数

修
　
正

　　計　　　 110

10

10

10

10

10

10

10

10

順　序

10

10



出番順 競技者名 所属 馬名

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること）

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目

その他の違反は１回ごとに２点減
４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

最終得点率％：　　計　　　

10 1

合　　計　　　 150

総合観察所見

10 1

10 1

10 1



JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ２課目 ２０１３
時間　4'15''（参考時間）　　馬場　20m×40m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 尋常速歩で入場 ペース、停止、

Ｘ 停止－不動－敬礼 移行の質、真直性、

尋常速歩で発進 コンタクト

2. Ｃ 右手前蹄跡に入る 歩幅の伸展と速歩の整正

ＭＸＫ 歩幅を伸ばした速歩 明確でスムーズな移行

ＫＡ 尋常速歩

3. ＡＣ 蛇乗り３湾曲 速歩と屈曲の質

図形の正確さ

4. ＣＨ 尋常速歩 速歩の整正と歩幅の伸展

ＨＫ 歩幅を伸ばした速歩 真直性

ＫＡ 尋常速歩 明確でスムーズな移行

5. ＡＦ 中間常歩 速歩から常歩への移行

ＦＸＨ 斜め前変換、手綱を伸ばした常歩 後肢の活発な動き、常歩の整正

(軽いコンタクト) 伸び伸びとした歩調

ＨＣ 中間常歩 明確でスムーズな移行

6. Ｃ 右尋常駈歩で発進 駈歩へのスムーズな移行

続いて右へ直径２０ｍの輪乗り 輪乗りの整正、馬体の屈曲と平衡

7. ＣＭ 尋常駈歩 駈歩の整正

ＭＦ 歩幅を伸ばした駈歩 歩幅の伸展

ＦＡＫ 尋常駈歩 明確でスムーズな移行

8. ＫＸ 尋常駈歩 スムーズな移行

ＸＭ 尋常速歩 真直性

ＭＣ 中間常歩 運歩の整正

9. Ｃ 左尋常駈歩で発進 駈歩へのスムーズな移行

続いて左へ直径２０ｍの輪乗り 輪乗りの整正、馬体の屈曲と平衡

10. ＣＨ 尋常駈歩 駈歩の整正

ＨＫ 歩幅を伸ばした駈歩 歩幅の伸展

ＫＡＦ 尋常駈歩 明確でスムーズな移行

11. ＦＸ 尋常駈歩 明確でスムーズな移行

ＸＨ 尋常速歩 真直性

ＨＣ 中間常歩 運歩の整正

12. Ｃ 尋常速歩で発進 常歩から速歩への移行

Ｂ 右へ直径１０ｍの半輪乗り 半輪乗りの整正

13. Ｘ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質、

Ｇ 停止－不動－敬礼 真直性、コンタクト

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

最
高
点

　　計　　　 130
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10

10

10

10

10

10

10
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観　察　所　見運　動　課　目
採
　
点
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修
　
正

係
　
数
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合
　
計



出番順 競技者名 所属 馬名

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること）

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目

その他の違反は１回ごとに２点減
４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

最終得点率％：

合　　計　　　 170

　　計　　　

10 1 総合観察所見

10 1

10 1

10 1



JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ３課目 ２０１３
時間4'45''（参考時間） 　　馬場　20m×40m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 尋常速歩で入場 ペース、停止、

Ｘ 停止－不動－敬礼 移行の質、真直性、

尋常速歩で発進 コンタクト

2. Ｃ 左手前蹄跡に入る 速歩の整正

ＨＸＦ 中間速歩 歩幅の伸展

ＦＡ 尋常速歩 明確でスムーズな移行

3. Ａ 中央線上に入る 馬体の屈曲とバランス

Ｘ 右へ直径１０ｍの巻乗り 巻乗りの整正

4. Ｘ 続いて左へ直径１０ｍの巻乗り 馬体の屈曲とバランス

巻乗りの整正

5. Ｃ 右手前蹄跡に入る 速歩の整正

ＭＸＫ 中間速歩 歩幅の伸展

ＫＡ 尋常速歩 明確でスムーズな移行

6. ＡＦ 中間常歩 速歩から常歩への移行

ＦＸＨ 斜め手前変換、手綱を伸ばした常歩 後肢の活発な動き、常歩の整正

(軽いコンタクト） 伸び伸びとした歩調

ＨＣ 中間常歩 明確でスムーズな移行

7. Ｃ 右尋常駈歩で発進 明確でスムーズな移行

ＣＭＢ 尋常駈歩 駈歩の質

8. Ｂ 右へ直径１５ｍの輪乗り 輪乗りの整正

ＢＦＡＫ 尋常駈歩 馬体の屈曲とバランス

9. ＫＸＭ 斜め手前変換、尋常駈歩 バランス

Ｘ シンプルチェンジ 明確でスムーズな移行

ＭＣＨＥ 尋常駈歩 ３～５歩の質の良い常歩

10. Ｅ 左へ直径１５ｍの輪乗り 輪乗りの整正

ＥＫＡＦ 尋常駈歩 馬体の屈曲、バランス

11. ＦＸＨ 斜め手前変換、尋常駈歩 バランス

Ｘ シンプルチェンジ 明確でスムーズな移行

ＨＣＭＢＦ 尋常駈歩 ３～５歩の質の良い常歩

12. ＦＤ 直径１０ｍの半巻乗り、Ｂに向って進む 半巻乗りの整正、馬体の屈曲

ＢＭ 反対駈歩 反対駈歩の正しい姿勢、バランス

ＭＣ 尋常速歩 運歩の整正、明確でスムーズな移行

13. Ｃ 左尋常駈歩で発進 駈歩へのスムーズな移行

ＣＨＥＫ 尋常駈歩 駈歩の整正、真直性

14. ＫＤ 直径１０ｍの半巻乗り、Ｅに向って進む 半巻乗りの整正、馬体の屈曲

ＥＨ 反対駈歩 反対駈歩の正しい姿勢、バランス

Ｈ 尋常速歩に移行 運歩の整正

ＨＣ 尋常速歩 明確でスムーズな移行

観　察　所　見
修
　
正

係
　
数

着　眼　点順　序
最
高
点

採
　
点

運　動　課　目
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10

10

10

10

10

合
　
計

10
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10

10

10

10

10

10



出番順 競技者名 所属 馬名

15. Ｃ 右尋常駈歩で発進 明確でスムーズな移行

ＣＭ 尋常駈歩 駈歩の整正と質

16. ＭＢＦ 中間駈歩 歩幅の伸展とバランス、真直性

ＦＡ 尋常駈歩 駈歩の整正、明確でスムーズな移行

17. Ａ 中央線上に入る ペース、移行の質、真直性

Ｘ 停止－不動－敬礼 コンタクトと項の位置

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること）

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目

その他の違反は１回ごとに２点減
４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

10

10

170

合　　計　　　 230

　　計　　　

最終得点率％：

10 2

10 2

　　計　　　

順　序 運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

修
　
正

係
　
数

合
　
計

着　眼　点 観　察　所　見

1 総合観察所見

10 1

10

10



JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ４課目 ２０１３
時間　4'30''（参考時間） 　　馬場　20m×40m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 尋常速歩で入場 ペース、停止、

Ｘ 停止－不動－敬礼 移行の質、真直性、

尋常速歩で発進 コンタクト

2. Ｃ 左手前蹄跡に入る 速歩の整正と質

ＣＨＥＫＡ 尋常速歩 真直性

3. Ａ 中央線に入る 速歩の整正と質

Ｄ 左へ巻乗り(直径10ｍ) バランス

屈曲、巻乗りの大きさと図形

4. ＤＧ 尋常速歩 速歩の整正と質

Ｇ 右へ巻乗り(直径10ｍ) バランス

屈曲、巻乗りの大きさと図形

5. Ｃ 右手前蹄跡に入る 速歩の整正、

ＭＸＫ 歩幅を伸ばした速歩 真直性、歩幅の伸展

明確でスムーズな移行

6. ＫＡＦ 中間常歩 明確でスムーズな移行

常歩の整正と質

7. ＦＥ 歩幅をのばした常歩 後肢の活発な動き、常歩の整正

ＥＨ 中間常歩 伸び伸びとした歩調、移行

8. Ｈ 尋常速歩発進 明確でスムーズな移行

Ｃ 中央線に入る 速歩の整正と質

ＸＦ 左へレッグイールディング バランス、流暢さ、肢の交叉

ＦＡＫ 尋常速歩

9. ＫＸＭ 歩幅を伸ばした速歩 速歩の整正、背の柔軟性、移行

ＭＣ 尋常速歩 バランス、歩幅とフレームの伸展

10. Ｃ 中央線に入る 速歩の整正と質

ＸＫ 右へレッグイールディング バランス、流暢さ、肢の交叉

ＫＡＦＢ 尋常速歩

11. Ｂ 左尋常駈歩発進 明確でスムーズな移行

ＢＭＣＨ 尋常駈歩 駈歩の整正と質

12. ＨＸＦ 斜め手前変換 バランス

Ｘ前後で尋常速歩から中間常歩に移行 スムーズな移行

13. Ｆ 右尋常駈歩発進 明確でスムーズな移行

ＦＡＫ 尋常駈歩 駈歩の整正と質

10

10

10

順　序 運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

修
　
正

合
　
計

着　眼　点 観　察　所　見

10

係
　
数

10

10

10

10

10

10

10

10

10



出番順 競技者名 所属 馬名

1４. ＫＨ 中間駈歩(ユバシュトライヘン) 駈歩の整正、背の柔軟性、セルフキャリッジ

ＨＣ 尋常駈歩 バランス、移行、歩幅とフレームの伸展

15. C 尋常速歩 明確でスムーズな移行

速歩の整正と質

1６. Ｂ 停止 停止、後退、

３～４歩後退、直ちに尋常速歩発進 明確でスムーズな移行

1７. Ａ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性、コンタクトと項の位置

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

※ユバシュトライヘンとは、２～３馬身両拳を背峰に沿って約２拳程前へ出し、馬の自得姿勢(セルフキャリッジ)を確認する動作。

※レッグイールディングの目的は、馬体の柔軟と脚馴致である

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること）

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目

その他の違反は１回ごとに２点減
４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

10

10

順　序 運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

修
　
正

係
　
数

合
　
計

着　眼　点

10

10

　　計　　　 170

観　察　所　見

10 1 総合観察所見

10 1

10 2

10 2

合　　計　　　 230

　　計　　　 最終得点率％：



JＥＦ 馬場馬術競技 Ａ５課目 ２０１３
時間　3'45''（参考時間） 　　馬場　20m×40m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 収縮速歩で入場 ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性

収縮速歩で発進 コンタクトと項の位置

2. Ｃ 左手前蹄跡に入る 速歩の質

Ｅ 巻乗り(直径１０ｍ) 屈曲、巻乗りの大きさと図形

ＥＫＡＦＢ 収縮速歩

3. Ｂ 左へ半巻き(直径１０ｍ） 屈曲、半巻きの大きさと図形

ＦＡＫ 収縮速歩

4. ＫＸＭ 中間速歩 速歩の整正、、柔軟性

ＭＣＨ 収縮速歩 歩幅とフレームの伸展

5. 収縮速歩から中間速歩と 明確でスムーズな移行

中間速歩から収縮速歩への移行

6. Ｈ 中間常歩 速歩から常歩への移行

Ｅ 左へ回転 整正、真直性、常歩の質

7. Ｘ 停止 停止、後退の質

3～4歩後退 スムーズな移行

直ちに中間常歩で発進

8. Ｂ 右へ回転 10 整正、常歩の質

9. Ｆ 右収縮駈歩で発進 明確でスムーズな移行

駈歩の質

10. ＦＡＫＥＨ 収縮駈歩 駈歩の整正

Ｈ 半巻き(直径１０ｍ） 屈曲、半巻きの大きさと図形

セルフキャリッジ、バランス

11. ＥＫＡ 反対駈歩 反対駈歩の質

セルフキャリッジ、バランス

12. Ａ シンプルチェンジ バランス

明確でスムーズな移行

３～５歩の質の良い常歩

13. ＡＦＥ 収縮駈歩 真直性

セルフキャリッジ、バランス

14. ＥＨＣ 反対駈歩 反対駈歩の質

セルフキャリッジ、バランス

15. Ｃ シンプルチェンジ バランス

明確でスムーズな移行

３～５歩の質の良い常歩

16. ＣＭ 収縮駈歩 駈歩の整正

ＭＦ 中間駈歩 歩幅とフレームの伸展

Ｆ 収縮駈歩

17. 収縮駈歩から中間駈歩と 明確でスムーズな移行

中間駈歩から収縮駈歩への移行

10

10

10

合
　
計

着　眼　点 観　察　所　見

10

修
　
正

係
　
数

10

10

10

10

10

10

10

10

順　序 運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

10

10

10

10



出番順 競技者名 所属 馬名

18. Ａ 尋常速歩 速歩の整正

ＡＫＥＢ 尋常速歩 整正、バランス

Ｅ－Ｂ 半輪乗り(直径20ｍ） リラクゼーション

その際、Ｅ－Ｂ上で手綱を伸ばし(ストレッチ動作）、 明確でスムーズな移行

Ｂ－Ｆ上で手綱を元へ戻す

ＢＦＡ 尋常速歩

19. Ａ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質

Ｇ 停止－不動－敬礼 真直性

コンタクトと項の位置

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

＊ストレッチ動作とは頭頚の前下方への伸展動作であり、ここで求める動作は馬の口角が肩先ぐらいまでとする。

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること）

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目

その他の違反は１回ごとに２点減
４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

10

総合観察所見

10 1

1

修
　
正

10

合　　計　　　

10

　　計　　　 190

250

10

10 2

2

最
高
点

採
　
点

　　計　　　 最終得点率％：

順　序 運　動　課　目
係
　
数

合
　
計

着　眼　点 観　察　所　見



JＥＦ 馬場馬術競技 Ｌ１課目 ２０１３
時間５'３０''（参考時間） 　　馬場　20m×60m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 収縮速歩で入場 ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性

収縮速歩で発進 コンタクトと項の位置

2. Ｃ 左手前蹄跡に入る 整正、　グラウンドカバー

ＨＫ 中間速歩 歩幅とフレームの伸展と移行

ＫＡＦ 収縮速歩

3. ＦＢ 左肩を内へ 整正、速歩の質

屈曲と一定した角度

収縮、バランス、流暢さ

4. ＢＸ 左へ直径１０mの半輪乗り 整正、バランスと正しい屈曲

ＸＥ 右へ直径１０mの半輪乗り 屈曲と方向の変換の流暢さ

5. ＥＨ 右肩を内へ 整正、速歩の質

ＨＣＭ 収縮速歩 屈曲と一定した角度

収縮、バランス、流暢さ

6. ＭＸＫ 斜め手前変換、中間速歩 歩幅とフレームの伸展、グラウンドカバー

ＫＡ 収縮速歩 整正、移行

7. Ａ 停止－4歩後退 バランス、四肢が揃うこと

直ちに中間常歩で発進 真直性と移行

8. ＡＦ 中間常歩 後肢の活発な動き、整正

ＦＳ 斜め手前変換、手綱を伸ばした常歩 伸び伸びとした歩調と踏み込み

（軽いコンタクト） 移行

ＳＨＣ 中間常歩

9. Ｃ 右へターンオンザホンチス 歩幅の短縮、整正、

ＣＨＳ 中間常歩 活発さ、正しいコンタクト

10. Ｓ 左へターンオンザホンチス 歩幅の短縮、整正、

ＳＨ 中間常歩 活発さ、正しいコンタクト

Ｈ 右へ回転

11. ＳＨＣＨＳＨＧ中間常歩 10 整正、エネルギー

12. Ｇ 右収縮駈歩で発進 明確でスムーズな移行

Ｍ 右へ回転 バランス

13. ＭＲ 収縮駈歩 真直性、バランス

ＲＦ 中間駈歩 グラウンドカバー

ＦＡ 収縮駈歩 明確でスムーズな移行

14. ＡＣ 蛇乗り３湾曲 図形の正確さ、整正

中央線上でシンプルチェンジ 正しい屈曲、３～５歩の質の良い常歩

15. 蛇乗り３湾曲上1回目のシンプルチェンジ 10 明確でスムーズな移行、真直性

16. 蛇乗り３湾曲上2回目のシンプルチェンジ 10 明確でスムーズな移行、真直性

17. ＣＭ 収縮駈歩 整正

ＭＥ 斜め手前変換 真直性、バランス

ＥＶＰＢ 反対駈歩 セルフキャリッジ

ＶＰ 直径20mの半輪乗り 反対駈歩の正しい姿勢と図形

※ターンオンザホンチス：旋回の開始時には数歩の前進は容認される。回転の間、馬は1点を中心にして移動する。

　即ち、内方後肢はポイントに近い位置に維持しつつ、その周りを明確な4ビートで踏歩しながら回転する。(半径約1/2ｍ)

10

10

10

10

10

10

10

10

10

順　序 運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

修
　
正

10

10 2

10

係
　
数

合
　
計

着　眼　点 観　察　所　見

10

10



出番順 競技者名 所属 馬名

18. ＢＲＭ 収縮速歩 明確でスムーズな移行

Ｍ 左収縮駈歩で発進 整正

19. ＭＣＨ 収縮駈歩 整正
ＨＢ 斜め手前変換 真直性、バランス

ＢＰＶＥ 反対駈歩 セルフキャリッジ

ＰＶ 直径20mの半輪乗り 反対駈歩の正しい姿勢と図形

20. ＥＳＨ 収縮速歩 整正

Ｈ 右収縮駈歩で発進 明確でスムーズな移行

2１. ＨＣＭ 収縮駈歩 真直性、バランス

ＭＸＫ 中間駈歩（Ｋの手前で収縮駈歩） グラウンドカバー、フレームの伸展

ＫＡ 収縮速歩 明確でスムーズな移行

22. Ａ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性、コンタクトと項の位置

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること）

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目
その他の違反は１回ごとに２点減

４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

10

230

10

2

合　　計　　　 290

　　計　　　 最終得点率％：

10 1 総合観察所見

10

10

10

1

係
　
数

順　序 運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

修
　
正

10

　　計　　　

10

2

合
　
計

着　眼　点 観　察　所　見

10



JＥＦ 馬場馬術競技 Ｌ２課目 ２０１３
時間　4'45''（参考時間） 　　馬場　20m×60m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 収縮速歩で入場 ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性

収縮速歩で発進 コンタクトと項の位置

2. Ｃ 左手前蹄跡に入る 整正

Ｓ 左へ巻乗り(直径８ｍ） 屈曲、巻乗りの大きさと図形

3. ＳＶ 左肩を内へ 整正、速歩の質

屈曲と一定した角度

収縮、バランス、流暢さ

4. ＶＬ 左へ半輪乗り(直径１０ｍ） 整正、速歩の質

Ｌ－Ｓ間 左へハーフパス 一定した屈曲

収縮、バランス、流暢さ、肢の交叉

5. SＨＣＭ 収縮速歩 整正

Ｒ 右へ巻乗り（直径８ｍ） 屈曲、巻乗りの大きさと図形

6. ＲＰ 右肩を内へ 整正、速歩の質

屈曲と一定した角度

収縮、バランス、流暢さ

7. ＰＬ 右へ半輪乗り(直径10ｍ) 整正、速歩の質

Ｌ－Ｒ間 右へハーフパス 一定した屈曲

RＭＣＨ 収縮速歩 収縮、バランス、流暢さ、肢の交叉

8. ＨＰ 斜め手前変換、中間速歩 整正、エラスティシティー、

ＰＦ 収縮速歩 バランス、グラウンドカバー

歩幅とフレームの伸展

9. ＨとＰでの移行 明確でスムーズな移行

速歩の質

10. ＦＡＫ 中間常歩 整正、背のサプルネス

活発さ、歩幅とフレームの伸展

11. ＫＢ 斜め手前変換、伸長常歩 整正、背のサプルネス

ＢR 中間常歩 肩の自由さ、ハミへの伸展

12. Ｒ 左収縮駈歩発進 明確でスムーズな移行

駈歩の質

13. ＲＭＣＨＳ 収縮駈歩 整正、駈歩の質

ＳＸＰ 斜め手前変換 真直性

14. ＰＶＥ 反対駈歩 反対駈歩の正しい姿勢と図形

ＰＶ 直径２０ｍの半輪乗り セルフキャリッジ、バランス

半輪乗りの大きさと図形

15. Ｅ シンプルチェンジ バランス

ＥＳＨＣＭ 収縮駈歩 明確でスムーズな移行

３～５歩の質の良い常歩

駈歩の質

16. ＭＰ 中間駈歩 歩幅とフレームの伸展、アップヒル傾向

Ｐ 収縮駈歩 真直性、グラウンドカバー

17. ＭとＰでの移行 10 明確でスムーズな移行

合
　
計

着　眼　点 観　察　所　見

10

10

順　序 運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

10

係
　
数

修
　
正

2

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

2



出番順 競技者名 所属 馬名

18. ＰＦＡＫＶ 収縮駈歩 整正、駈歩の質

ＶＲ 斜め手前変換 真直性

19. ＲＳＥ 反対駈歩 反対駈歩の正しい姿勢と図形

ＲＳ 直径２０ｍの半輪乗り セルフキャリッジ、バランス

半輪乗りの大きさと図形

20. Ｅ シンプルチェンジ バランス

ＥＶＫＡ 収縮駈歩 明確でスムーズな移行

３～５歩の質の良い常歩

駈歩の質

21. Ａ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性、コンタクトと項の位置

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること）

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目

その他の違反は１回ごとに２点減
４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

10

順　序

10 2

合　　計　　　

　　計　　　 230

10

10

10 2

係
　
数

合
　
計

1

着　眼　点

10

10

観　察　所　見

総合観察所見

　　計　　　 最終得点率％：

運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

修
　
正

290

10 1



JＥＦ 馬場馬術競技 Ｍ１課目 ２０１３
時間　5'30''（参考時間） 　　馬場　20m×60m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 収縮駈歩で入場 ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性

収縮速歩で発進 コンタクトと項の位置

2. Ｃ 左手前蹄跡に入る 整正、速歩の質、収縮、バランス

Ｓ 左へ直径８ｍの巻乗り 屈曲、巻き乗りの大きさと図形

3. ＳＶ 左肩を内へ 整正、速歩の質、屈曲と一定した角度

VKA 収縮速歩 収縮、バランスと流暢さ

4. Ａ 中央線上に入る 整正、速歩の質、一定した屈曲

ＤＥ 左へハーフパス 収縮、バランス、流暢さ、肢の交叉

ＥＳＨ 収縮速歩

5. ＨＭ 右へ回転、Ｍ右へ回転 整正、速歩の質、収縮、バランス

Ｒ 右へ直径８ｍの巻乗り 屈曲、巻き乗りの大きさ図形

6. ＲＰ 右肩を内へ 整正、速歩の質、屈曲と一定した角度

ＰＦＡ 収縮速歩 収縮、バランスと流暢さ

7. Ａ 中央線上に入る 整正、速歩の質、一定した屈曲

ＤＢ 右へハーフパス 収縮、バランス、流暢さ、肢の交叉

8. ＢＲＭＣＨ 収縮速歩 整正、エラスティシティー、バランス、

ＨＰ 斜め手前変換、中間速歩 歩幅とフレームの伸展

ＰＦ 収縮速歩 後躯のエンゲイジメント

9. ＨとＰでの移行 リズムの維持、

明確でスムーズな移行

フレームの変化

10. ＦＡＫ 中間常歩 整正、背のサプルネス、活発さ、

肩の自由さ、

11. ＫＲ 伸長常歩 整正、背のサプルネス、活発さ、

フレームの伸展、肩の自由さ、

ハミへの伸展、オーバートラック

12. ＲＭ 収縮常歩 整正、背のサプルネス、活発さ、

歩幅の短縮と運歩の高揚

セルフキャリッジ、常歩の移行

13. Ｍ 左へ回転 整正、活発さ、

ＧＨ間 左へ半ピルーエット 正しいコンタクト、４ビートの維持

14. ＧＭ間 右へ半ピルーエット 整正、活発さ、

正しいコンタクト、４ビートの維持

15. H 右へ回転 歩幅の短縮と運歩の高揚

ＭＧ（Ｈ）（Ｍ）ＧＨＣ収縮常歩 頭頚の態勢と運歩の整正

16. Ｃ 右収縮駈歩発進 明確でスムースな移行

ＣＭ 収縮駈歩 駈歩の質

17. ＭＰ 中間駈歩 駈歩の質、歩幅とフレームの伸展

ＰＦ 収縮駈歩 バランス、アップヒル傾向、真直性、

明確でスムーズな移行

18. Ｆ 半輪乗り（直径１０ｍ） 駈歩の質、収縮、バランス、流暢さ

ＤＢ 右へハーフパス 一定した屈曲、

19. ＢＲＭＣ 反対駈歩 駈歩の質と収縮、セルフキャリッジ

バランス、真直性、

20. Ｃ シンプルチェンジ バランス、明確でスムーズな移行

ＣＨ 収縮駈歩 前後の駈歩の質

３～５歩の質の良い常歩

10

10

10

2

10

2

2

順　序 運　動　課　目
最
高
点

10

着　眼　点 観　察　所　見

10

10

10

10

修
　
正

係
　
数

採
　
点

合
　
計

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10



出番順 競技者名 所属 馬名

21. ＨＶ 伸長駈歩 駈歩の質、インパルジョン、バランス

ＶＫ 収縮駈歩 歩幅とフレームの伸展、真直性、

アップヒル傾向、中間駈歩との違い

22. ＨとＶでの移行 明確でスムーズな移行

23. Ｋ 半輪乗り（直径１０ｍ） 駈歩の質、収縮、バランス

ＤＥ 左へハーフパス 一定した屈曲、流暢さ

24. ＥＳＨＣ 反対駈歩 駈歩の質と収縮、セルフキャリッジ

バランス、真直性、

25. Ｃ シンプルチェンジ バランス、明確でスムーズな移行

ＣＭ 収縮駈歩 前後の駈歩の質

３～５歩の質の良い常歩

26. ＭＩＥ 斜め手前変換、収縮駈歩 正確さ、バランス、流暢さ、

Ｉでフライングチェンジ アップヒル傾向、前後の駈歩の質

フライングチェンジの質

27. ＥＬＦ 斜め手前変換、収縮駈歩 正確さ、バランス、流暢さ、

Ｌでフライングチェンジ アップヒル傾向、前後の駈歩の質

フライングチェンジの質

28. Ａ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性、コンタクトと項の位置

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

総合観察

1.

2.

3.

4.

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目

　３回目 　＝　失　権 3回目

その他の違反は１回ごとに２点減

４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行
12/11/5発表、'12/11/20修正

10

10

　　計　　　

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

2

2

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

1

最終得点率％：

10

10

1

修
　
正

10

310

順　序

　　計　　　

運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

10

合　　計　　　 370

従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること）

インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

10

10

10

騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

係
　
数

合
　
計

着　眼　点 観　察　所　見

10

10

10

総合観察所見



JＥＦ 馬場馬術競技 Ｍ２課目 ２０１３
時間　5'00''（参考時間）　　馬場　20m×60m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 収縮駈歩で入場 ペース、停止、移行の質
Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性

収縮速歩で発進 コンタクトと項の位置

2. Ｃ 左手前蹄跡に入る 整正、エラスティシティー、

ＨＸＦ 中間速歩 バランス、後躯のエンゲイジメント

Ｆ 収縮速歩 歩幅とフレームの伸展

3. ＨとＦでの移行 明確でスムーズな移行

フレームの変化

4. ＫＥ 右肩を内へ 整正、速歩の質、

屈曲と一定した角度

収縮、バランス、流暢さ

5. Ｅ 右へ巻乗り(直径8ｍ) 整正、速歩の質、

収縮、バランス

屈曲、巻乗りの大きさと図形

6. ＥＧ 右へハーフパス 整正、速歩の質、一定した屈曲

Ｇ 収縮速歩 収縮、バランス、流暢さ、肢の交叉

Ｃ 右手前蹄跡に入る

7. ＲＳ間 半輪乗り(直径２０ｍ） 整正、リラクゼーション

手綱を伸ばして頭頚のストレッチ動作 リズムとバランスの維持

ＳＨ間 手綱を元の長さに戻す 徐々に頸を前下方へ伸展

ＨＣＭ 収縮速歩 抵抗なく手綱を戻す

8. ＭＸＫ 斜め手前変換、伸長速歩 整正、エラスティシティー

ＫＡＦ 収縮速歩 バランス、後躯のエンゲイジメント

フレームの伸展、中間速歩との違い

9. ＭとＫでの移行 リズムの維持、流暢さ、

明確でスムーズな移行

フレームの変化

10. ＦＢ 左肩を内へ 整正、速歩の質

屈曲と一定した角度

収縮、バランス、流暢さ

11. Ｂ 左へ巻乗り(直径8ｍ) 整正、速歩の質

収縮、バランス

屈曲、巻乗りの大きさと図形

12. ＢＧ 左へハーフパス 整正、速歩の質、一定した屈曲

Ｇ 収縮速歩 収縮、バランス、流暢さ、肢の交叉

13. Ｃ手前で 中間常歩 常歩への移行

Ｃ 左手前蹄跡に入る 整正、背のサプルネス、活発さ

ＣＨＳ 中間常歩

14. ＳＸＰ 斜め手前変換、伸長常歩 整正、活発さ、

背のサプルネス、オーバートラック

肩の自由さ、ハミへの伸展

15. ＰＦＡ 収縮常歩 整正、背のサプルネス、活発さ、

歩幅の短縮と運歩の高揚

セルフキャリッジ、常歩の移行

16. Ａ 停止、5歩後退、 停止、後退の質

直ちに右収縮駈歩発進 明確でスムーズな移行

17. ＡＫ 収縮駈歩 整正、駈歩の質、一定した屈曲

ＫＸ 右へハーフパス 収縮、バランス、流暢さ、

Ｘ 中央線上に入る

18. Ｉ フライングチェンジ 正確さ、バランス、流暢さ

Ｃ 左手前蹄跡に入る アップヒル傾向、前後の駈歩の質

フライングチェンジの真直性

順　序 運　動　課　目
最
高
点

10

10

10

修
　
正

10

合
　
計

10

10

10

10

10

着　眼　点

10

2

10

10

10

観　察　所　見

10

10

採
　
点

係
　
数

10

10

2

2

10



出番順 競技者名 所属 馬名

19. ＨＫ 中間駈歩 駈歩の質、歩幅とフレームの伸展

ＫＡＦ 収縮駈歩 バランス、アップヒル傾向
真直性

20. ＦＸ 左へハーフパス 整正、駈歩の質、一定した屈曲
Ｘ 中央線上に入る 収縮、バランス、流暢さ、

21. Ｉ フライングチェンジ 正確さ、バランス、流暢さ
Ｃ 右手前蹄跡に入る アップヒル傾向、前後の駈歩の質

フライングチェンジの真直性
22. ＭＸＫ 斜め手前変換、伸長駈歩 駈歩の質、インパルジョン

歩幅とフレームの伸展
バランス、アップヒル傾向、真直性
中間駈歩との違い

23. Ｋ 収縮駈歩、フライングチェンジ 移行、バランス、流暢さ
ＫＡ 収縮駈歩 アップヒル傾向、前後の駈歩の質

フライングチェンジの質、
24. Ａ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性、コンタクトと項の位置
手綱を伸ばした常歩でＡより退場

＊ストレッチ動作とはとうけいの前下方への伸展動作であり、ここで求める動作は馬の口角が肩先ぐらいまでとする。

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること）

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目

その他の違反は１回ごとに２点減
４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

1

10

10

270

10

着　眼　点
係
　
数

合
　
計

観　察　所　見

2

合　　計　　　

10

総合観察所見

1

10 2

10

10

10

10

　　計　　　 最終得点率％：

順　序 運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

修
　
正

　　計　　　

10

330



JＥＦ 馬場馬術競技 Ｓ１課目 ２０１３
時間　5'30''（参考時間）　　馬場　20m×60m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 収縮駈歩で入場 ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性

収縮速歩で発進 コンタクトと項の位置

2. Ｃ 左手前蹄跡に入る 整正、速歩の質、屈曲と一定した角度

ＨＥ 左肩を内へ 収縮、バランスと流暢さ

3. ＥＸ 左へ直径10ｍの半輪乗り 整正、速歩の質、図形

ＸＢ 右へ直径１０ｍの半輪乗り 収縮、バランス、流暢さ

4. ＢＦ 右肩を内へ 整正、速歩の質、屈曲と一定した角度

ＦＡK 収縮速歩 収縮、バランスと流暢さ

5. KXＨ 往復手前変換ハーフパス 速歩の整正と質、一定した屈曲

収縮、バランス、流暢さ、肢の交叉

姿勢変換

6. ＨＣＭ 収縮速歩 整正、エラスティシティー、バランス、

ＭＸＫ 斜め手前変換、伸長速歩 歩幅とフレームの伸展

ＫＡ 収縮速歩 後躯のエンゲイジメント

7. ＡＦ 中間常歩 整正、背のサプルネス、活発さ、

ＦＳ 斜め手前変換、伸長常歩 2 オーバートラック、肩の自由さ、

ＳＨ 中間常歩 ハミへの伸展

8. Ｈ 右へ回転 整正、活発さ、収縮、大きさ

収縮常歩 諸関節の柔軟性、屈曲

ＧＭ間 右へ半ピルーエット 前進気勢、４ビートの維持

9. ＧＨ間 左へ半ピルーエット 整正、活発さ、収縮、大きさ

諸関節の柔軟性、屈曲

前進気勢、４ビートの維持

10. ＨＧ(Ｍ)Ｇ(Ｈ)Ｇ収縮常歩 整正、背のサプルネス、活発さ、

歩幅の短縮と運歩の高揚

セルフキャリッジ、常歩の質

11. Ｇ 右収縮駈歩発進、Ｍ右へ回転 明確でスムーズな移行

ＧＭＲ 収縮駈歩 駈歩の質

12. ＲＢＥＢＰ 中間駈歩(Ｂで直径20ｍの輪乗りを含む) 駈歩の質、歩幅とフレームの伸展

ＰＦＡＫ 収縮駈歩 バランス、アップヒル傾向、真直性、

明確でスムーズな移行

13. ＫＸ 右へハーフパス 駈歩の質、収縮、バランス、流暢さ

ＸＩ 直行進 一定した屈曲、

Ｉ フライングチェンジ アップヒル傾向、前後の駈歩の質

Ｃ 左手前蹄跡に入る フライングチェンジの真直性

14. ＨＫ 伸長駈歩 駈歩の質、インパルジョン、バランス

ＫＡＦ 収縮駈歩 歩幅とフレームの伸展、真直性、

アップヒル傾向、中間駈歩との違い

15. ＦＸ 左へハーフパス 駈歩の質、収縮、バランス、流暢さ

ＸＩ 直行進 一定した屈曲、

Ｉ フライングチェンジ アップヒル傾向、前後の駈歩の質

Ｃ 右手前蹄跡に入る フライングチェンジの真直性

観　察　所　見
係
　
数

合
　
計

着　眼　点

10

10

10

修
　
正

10

順　序 運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10



出番順 競技者名 所属 馬名

16. ＭＸ 収縮駈歩 収縮、セルフキャリッジ、バランス

ＭＸ間 右へ半ピルーエット 大きさ、諸関節の柔軟性と屈曲

正しい歩数(3～4歩)　駈歩の質

17. Ｍ フライングチェンジ バランス、流暢さ、フライングチェンジの質

ＭＣＨ 収縮駈歩 アップヒル傾向、前後の駈歩の質

18. ＨＸ 収縮駈歩 収縮、セルフキャリッジ、バランス

ＨＸ間 左へ半ピルーエット 大きさ、諸関節の柔軟性と屈曲

正しい歩数(3～4歩)　駈歩の質

19. Ｈ フライングチェンジ バランス、流暢さ、フライングチェンジの質

ＨＣＭ 収縮駈歩 アップヒル傾向、前後の駈歩の質

20. ＭＸＫ 斜線上4歩毎のフライングチェンジ3回 正確さ、バランス、流暢さ、

ＫＡ 収縮駈歩 アップヒル傾向、真直性

フライングチェンジの質、

21. Ａ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性、コンタクトと項の位置

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること） 総合観察所見

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目
その他の違反は１回ごとに２点減

４３０条６.２を参照

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

順　序 運　動　課　目

10

10 2

10

10 2

1

10 1

10

10

　　計　　　 240

合　　計　　　 300

　　計　　　

10 2

10 2

観　察　所　見

最終得点率％：

最
高
点

採
　
点

修
　
正

係
　
数

合
　
計

着　眼　点

10



JＥＦ 馬場馬術競技 Ｓ２課目 ２０１３
時間　5'10''（参考時間）　　馬場　20m×60m

競技会名 日付 審判員名 審判員位置　　　　　　　

出番順 競技者名 所属 馬名

1. Ａ 収縮駈歩で入場 ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性

収縮速歩で発進 コンタクトと項の位置

2. Ｃ 右手前蹄跡に入る 整正、エラスティシティー

ＭＸＫ 斜め手前変換、伸長速歩 バランス、後躯のエンゲイジメント

ＫＡ 収縮速歩 歩幅とフレームの伸展

3. ＭとＫでの移行 明確でスムーズな移行

フレームの変化

4. Ａ 中央線上に入る 整正、速歩の質

Ｌ 左へ巻乗り(８ｍ) 巻乗りの大きさと図形

5. ＬＳ 左へハーフパス 整正、速歩の質

ＳＨＣ 収縮速歩 2 一定した屈曲

収縮、バランス、流暢さ、肢の交叉

6. Ｃ 収縮常歩 明確でスムーズな移行、

Ｍ 右へ回転 整正、活発さ、収縮、大きさ、

ＧＨ間 右へ半ピルーエット ４ビートの維持、屈曲、前進気勢

フレクション

7. ＧＭ間 左へ半ピルーエット 整正、活発さ、収縮、大きさ、

４ビートの維持、屈曲、前進気勢

フレクション

8. ＭＧ（Ｈ）（Ｍ）ＧＨ収縮常歩 整正、背のサプルネス

歩幅の短縮と高揚、活発さ

セルフキャリッジ

9. ＨＢ 斜め手前変換、伸長常歩 整正、活発さ
2 背のサプルネス、オーバートラック

肩の自由さ、ハミへの伸展

10. ＢＰＦ 収縮常歩 整正

Ｆ 収縮速歩発進 明確でスムーズな移行

11. Ａ 中央線上に入る 整正、速歩の質

L 右へ巻乗り(直径8ｍ) 巻乗りの大きさと図形

12. ＬＲ 右へハーフパス 整正、速歩の質

ＲＭＣ 収縮速歩 一定した屈曲

収縮、バランス、流暢さ、肢の交叉

13. Ｃ 左収縮駈歩発進 明確でスムーズな移行

ＣＨ 収縮駈歩 駈歩の質

14. ＨＸＦ 斜線上４歩毎のフライングチェンジ３回 正確さ、バランス、流暢さ、

ＦＡ 収縮駈歩 アップヒル傾向、真直性

フライングチェンジの質、

15. Ａ 中央線上に入る 駈歩の整正

ＤＢ 右へハーフパス 頭頸の態勢と馬体の一定した屈曲

16. Ｒ フライングチェンジ 正確さ、バランス、流暢さ

ＲＭＣＨ 収縮駈歩 アップヒル傾向

フライングチェンジの質

17. ＨＸ 収縮駈歩 収縮、セルフキャリッジ、バランス

ＨＸ間 左へ半ピルーエット 大きさ、諸関節の柔軟性と屈曲

正しい歩数(3～4歩)　駈歩の質

18. Ｈ フライングチェンジ 正確さ、バランス、流暢さ

ＨＣＭ 収縮駈歩 アップヒル傾向

フライングチェンジの質

10 2

10

10

観　察　所　見

10

10

採
　
点

10

係
　
数

修
　
正

10

10

合
　
計

着　眼　点

210

10

10 2

10

10

順　序 運　動　課　目
最
高
点

10

10

10

10

10



出番順 競技者名 所属 馬名

19. ＭＸ 収縮駈歩 収縮、セルフキャリッジ、バランス

ＭＸ間 右へ半ピルーエット 大きさ、諸関節の柔軟性と屈曲

正しい歩数(3～4歩)　駈歩の質

20. Ｍ フライングチェンジ 正確さ、バランス、流暢さ

ＭＣＨ 収縮駈歩 アップヒル傾向

フライングチェンジの質

21. ＨＫ 伸長駈歩 駈歩の質、インパルジョン

ＫA 収縮駈歩 歩幅とフレームの伸展、真直性

バランス、アップヒル傾向

22. ＨとＫでの移行 明確でスムーズな移行

フレームの変化、

23. Ａ 中央線上に入る 整正

ＤＥ 左へハーフパス 頭頸の態勢と馬体の一定した屈曲

24. Ｓ フライングチェンジ 正確さ、バランス、流暢さ

ＳＨＣＭ 収縮駈歩 アップヒル傾向

フライングチェンジの質

25. ＭＸＫ 斜線上３歩毎のフライングチェンジ３回 正確さ、バランス、流暢さ、

ＫＡ 収縮駈歩 アップヒル傾向、真直性

フライングチェンジの質、

26. Ａ 中央線上に入る ペース、停止、移行の質

Ｘ 停止－不動－敬礼 真直性、コンタクトと項の位置

手綱を伸ばした常歩でＡより退場

総合観察

1. ペース（自由自在に変じ、かつ整正であること） 総合観察所見

2. インパルジョン（馬の前進意欲、弾発ある運歩、

背の柔軟、後躯のエンゲイジメント）

3. 従順性（集中力､自信に満ちた演技力･運動の調和

軽快性及び無理のなさ、ハミ受けと前肢の軽快性）

4. 騎手の姿勢、騎座：正確かつ有効な扶助

得点から減点すべきもの/ペナルティポイント

経路違反 ４３０条６.１を参照
　１回目 　＝　２点減 1回目
　２回目 　＝　４点減 2回目
　３回目 　＝　失　権 3回目

その他の違反は１回ごとに２点減

４３０条６.２を参照

最終得点率％：

審判員署名

JＥＦ 2013年4月1日施行

10 2

　　計　　　 320

10

10

10

10

10

10

観　察　所　見順　序

10

2

合　　計　　　 380

10

10 1

1

合
　
計

着　眼　点

　　計　　　

運　動　課　目
最
高
点

採
　
点

修
　
正

係
　
数

10 2

10
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